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７月２２日(水)、「令和７年度完成 優良工事等 事務所長表彰式」を開催しました。 

優良工事等の表彰は、北陸地方整備局所管の工事及び委託業務に関し、その施工及び成果が特

に優秀であって、他の模範となるものを選定し、表彰することにより、良質な社会資本整備を目

指すとともに、建設技術の向上と建設事業の推進に役立てることを目的としています。 

今年度は令和７年度に完成した工事４７件、委託業務５９件から優良工事２件、優良委託業務

３件、優良建設技術者（工事）２件、優良建設技術者（業務）１件、下請負者２件、下請負者

（主任技術者）２件を表彰しました。 

尾崎事務所長から、「今回受賞された皆様はいずれも、優れた技術力をもって、困難で厳しい

現場条件を克服し、優秀な成果を上げられた、まさに他の模範となるものであります。改めて敬

意を表しますとともに、心からお祝いを申し上げます。 

さて、社会資本整備を取り巻く状況は、インフラの老朽化が進む中で、異常気象の激甚化、頻

発化が顕著になるなどますます厳しさが増しております。また、少子化の進行にともない、建設

業における担い手確保、働き方改革、生産性向上に関する対応も喫緊の課題となっております。 

こうした課題につきましては、建設業の皆様の協力なくして対応することはできません。国民

の安全・ 安心な暮らしを守ることは国土交通省に課せられた最も重要な使命であり、今後とも

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

北陸地方整備局では、建設業が抱える課題解決に向け『北陸の元気を支える建設業の未来創造

アクションプラン「北陸けんせつミライ２０２６」』を策定したところであり、ＤＸ、デジタル

技術などを活用した生産性向上や、働き方改革を推進に取り組んでまいりまいりました。 

発注者と受注者が協同して取組むことで建設業全体が将来にわたり健全に発展していけるよう

努めてまいりたいと考えております。 

表彰された皆様におかれましては、引き続き他の模範となるよう率先してこうした課題に取り

組んで頂くことを期待しております。」と挨拶がありました。  

                                                               

事務所長挨拶                   表彰式の様子 

  

 

 



事務所長表彰（工事）を受賞された皆様は以下のとおりです。（敬称略） 

 

■優良工事 事務所長表彰 

『Ｒ６・７上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その６工事』 (株)大島組
おおしまぐみ

 

『上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その５工事』     (株)高舘組
たかだてぐみ

 

 

■優良工事 下請負者 事務所長表彰 

『Ｒ６・７上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その６工事』 ライト工 業
こうぎょう

(株)関
かん

越
えつ

統括
とうかつ

支店 

『上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その５工事』     小野田
お の だ

ケミコ(株)関
かん

越
えつ

支店   

 

■優良工事 下請負者(主任技術者) 事務所長表彰 

『Ｒ６・７上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その６工事』 

                 ライト工 業
こうぎょう

(株)関
かん

越
えつ

統括
とうかつ

支店 師
もろ

橋
はし

 衛
まもる

 

『上 沼
じょうぬま

道
どう

 米岡
よねおか

地区
ち く

軟 弱
なんじゃく

地盤
じ ば ん

改 良
かいりょう

その５工事』 

     小野田
お の だ

ケミコ(株)関
かん

越
えつ

支店 岩田
い わ た

 和広
かずひろ

 

 

 

事務所長表彰（工事）受賞者の皆様 



事務所長表彰（業務）を受賞された皆様は以下のとおりです。（敬称略） 

 

■優良業務 事務所長表彰 

『令和６年度糸魚川
いといがわ

地区
ち く

道路
ど う ろ

予備
よ び

修 正
しゅうせい

設計
せっけい

業務』 (株)オリエンタルコンサルタンツ北陸
ほくりく

支社 

『令和７年度高田
た か だ

管内
かんない

地質
ち し つ

調査
ちょうさ

業務』       (株)村尾
む ら お

技
ぎ

建
けん

 

『令和６年度関川
せきがわ

水系
すいけい

保倉
ほ く ら

川
がわ

放水
ほうすい

路
ろ

海域
かいいき

影 響
えいきょう

検討
けんとう

業務』八千代
や ち よ

エンジニヤリング(株) 北陸
ほくりく

支店 

                      

■優良建設技術者（業務）事務所長表彰 

『令和６年度糸魚川
いといがわ

地区
ち く

道路
ど う ろ

予備
よ び

修 正
しゅうせい

設計
せっけい

業務』 

(株)オリエンタルコンサルタンツ 北陸
ほくりく

支社 松沢
まつざわ

 政和
まさかず

（管理技術者） 

 

 

 

事務所長表彰（業務）受賞者の皆様 

 

 

 

 

 

 

 

 



局長表彰（工事）を披露された皆様は以下のとおりです。（敬称略） 

 

■優良工事 局長表彰 

『令和５年度港 町
みなとちょう

護岸
ご が ん

災害
さいがい

復 旧
ふっきゅう

工事』  相
あい

村
むら

建設
けんせつ

(株) 

 

■優良工事（維持修繕） 局長表彰 

『令和５・６年度向
むかい

山地区
や ま ち く

洞門
どうもん

補修
ほしゅう

工事』 田辺
た な べ

建設
けんせつ

(株) 

 

■優良建設技術者（工事）局長表彰 

『令和５年度港 町
みなとちょう

護岸
ご が ん

災害
さいがい

復 旧
ふっきゅう

工事』相
あい

村
むら

建設
けんせつ

(株) 服部
はっとり

 洋一
よういち

（現場代理人兼監理技術者） 

『令和５・６年度向
むかい

山地区
や ま ち く

洞門
どうもん

補修
ほしゅう

工事』田辺
た な べ

建設
けんせつ

(株) 山田
や ま だ

 和也
か ず や

（監理技術者） 

 

■優良工事 下請負者 局長表彰 

『令和５・６年度向
むかい

山地区
や ま ち く

洞門
どうもん

補修
ほしゅう

工事』 (株)レックス 

 

■優良工事 下請負者(主任技術者) 事務所長表彰 

『令和５・６年度向
むかい

山地区
や ま ち く

洞門
どうもん

補修
ほしゅう

工事』 (株)レックス 小林
こばやし

 千晶
ち あ き

 

 

局長表彰（工事）披露者の皆様 

 

 

 



局長表彰（業務）を披露された皆様は以下のとおりです。（敬称略） 

 

■優良業務 局長表彰  

『令和６年度保倉
ほ く ら

川
がわ

地中
ちちゅう

レーザー探査
た ん さ

業務』  (株)キタック 

                              

 

局長表彰（業務）披露者様 

 

 

 
 優良工事等の受賞者を代表して、（株）大島組 大嶋 

代表取締役から、ご挨拶をいただきました。 

「本日の受賞は、工事に携わり日々ご尽力いただいた

協力業者の皆様、そして工事期間中に多大なるご理解と

ご協力を賜りました地域の皆様によるものであり、この

場をお借りして改めて厚く御礼申し上げます。今回の受

賞を機にさらなる品質と技術力の向上に努めるととも

に、地域の皆様の生活環境をより快適かつ豊かなものに

し、安心・安全な地域づくりの担い手として、今後もた

ゆまぬ努力と精進を重ねて参る所存です。」と述べられ

ました。                      受注者代表挨拶(大嶋取締役 写真右)          



本工事は、スラリー撹拌で改良杭を築造する地盤改良工事である。施工箇所毎に様々な改良強度や打設長で改良杭を築造する
ものであり、河川と近接した狭隘な現場等で、且つ、冬期間にまたがる施工であったが、ICTを活用して施工を行った。また、
施工計画の現場周知にBIM/CIMを活用し、安全教育に反映させて施工を行った。

本現場は周辺に大規模な水田が広がる地域であることから、農繁期を避け冬期施工とすることで
耕作者等への配慮を行った。また、地盤改良工では、地盤改良機を施工計画位置へ高精度に誘導、
仮置土整備では、今後の土砂運用の円滑化を踏まえ、３次元出来形管理等にICT技術を積極的に活
用するとともに、衛星測位システムを採用し、施工性の向上及び出来形管理等の省力化を図った。

河川と近接した狭隘な現場で、且つ冬期施工という現場条件下において、主任技術者は、地盤改良工に関する専門知識や経験
が豊富で、こうした知識と経験を活かし様々な規格や条件下における改良杭の施工を効率的に行った。
また、BIM/CIM活用しての機械配置や作業手順について的確に現場全体に周知を行い、安全管理に貢献した。

本工事での地盤改良工は、現場内に残っていた支障物件の移設に時間を要した影響により、冬期間の作業になったが、主任技
術者は、地盤改良工に関する専門知識や経験が豊富で、降雪の影響を考慮した施工管理、品質管理方法を提案し、品質確保に努
めた。
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※ 敬 称 略

本工事は、スラリー撹拌で改良杭を築造する地盤改良工事である。工事着手時には、現場内に支障物件が残っており移設に時
間を要した影響により施工が冬期間となったが、現場内の工程調整に積極的に関与し手戻りなく効率的に施工進捗を図り、工期
内に工事を完了させた。

本現場は周辺に大規模な水田地域と住宅地域に隣接することから、地元と密に調整し冬期施工と
することで耕作者等への配慮を行った。また、改良箇所は粘土層が大半のため均一なスラリー撹拌
が困難であることから、撹拌性能が高く高トルクの低速回転が可能な工法を採用し、限られた期間
内に均一にスラリー撹拌ができ必要な設計強度を確保することができた。



本工事は、国道8号向山2号洞門において、経年劣化および塩害等により老朽化・腐食した構造物の補修・補強を行う工事であ
り、 当該下請負者は、本工事の洞門補修の主な作業を担当した。なお、片側１車線の洞門内で、終日片側交互通行による限ら
れた空間での作業に苦慮しながら、現場状況に応じた補修方法にて実施し、特に、塗装工においては足場内の密閉空間内での作
業において熱中症対策も行いつつ施工を行った。
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片側１車線の洞門内で、終日片側交互通行による限られた空間内での作業において、主任技術者は、現場状況に応じて変化す
る補修工法に対して柔軟に対応するとともに、知識と経験を活かしよりよい補修方法を検討し品質確保に努めた。また、元請や
二次下請け担当者とのコミュニケーションを積極的に行い、現場作業の効率化に寄与した。

※ 敬 称 略

本工事箇所は関川の河口部に位置し、秋以降は波浪の影響により稼働率が落ちるため、適切な工
程管理等の取組が必要であった。また潜水士による水中施工では、濁りで視界を十分確保出来ない
中での作業となったため付近の海岸工事の稼働実績等を踏まえた工程計画を立案し、海象予測によ
り密な工程管理を行うとともに、天端コンクリートの二次製品化などにより概ね工期内工事を完成
させた。

本施工箇所は関川の河口部に位置し、秋以降は波浪の影響により稼働率が落ちるため、適切な工程計画と工程短縮の取組が必
要であった。また潜水士による水中施工もあったが、濁りが強く視界を十分確保出来ない中での作業となった。このため過去の
経験と潜水士とのコミュニケーションの中から得られる情報をもとに現場状況を理解し、自動追尾ＴＳの活用や天端コンクリー
トの二次製品化等により工程短縮と品質確保を図った。



本業務は、高田河川国道事務所管内の道路及び河川事業における計画・設計・施工に資することを目的とした、地質調査及び
解析業務である。その内、上越三和道路の動態観測、柿崎川橋、能生地区及び名立小泊、富岡、関川の災害箇所において、各地
区において調査目的を理解し、現地制約を踏まえ、迅速な地質調査が必要であったが、受注者は、各事業の担当者と調整し、調
査目的を理解し、的確に調査計画を立案し、追加調査指示においても迅速に対応し優れた成果を納めた。

本業務は、関川水系保倉川放水路の河口予定地の波浪状況を把握し、放水路整備に伴う海域への影響等が河口部に与える影響
についての検討などを行うものである。うち、放水路の河口予定地に砂州の発達が想定される課題に対し、最新の観測結果を踏
まえ長期的な地形変化予測計算を実施し導流堤の必要性を整理した。その際、放水路流量と砂州の規模との関係から放水路内の
堆砂に対する維持管理方針の検討に資する基礎資料を取りまとめた。また、放水路整備により新たに津波で浸水する地域が生じ
る課題に対し、津波浸水シミュレーションを用いて事業を実施する上での基礎的な検討資料を整えた。

※ 敬 称 略

本業務では、多種多様な構造物の検討が必要となったため、異なる分野の複数の技術者が携わることとなったが、業務全体の
スケジュールを把握、調整し、定められた工期内に業務を完了させることができた。また、既存の高速道路との近接施工協議で
は、積極的にモデルケースを提案し、問題を解決。交差点設計における警察との協議や既存施設の改変、地形改変ではＣＩＭ活
用によりわかりやすく説明するなど、要所で技術力示すことができた。

本業務は、国道８号親不知道路整備予定区間の検討に伴う道路予備設計業務である。設計箇所は、起伏の大きな山岳地のため、
地形を考慮した構造物位置、施工方法の検討が重要であった。多種多様な構造物計画を複数の技術者で対応、ＣＩＭを活用し発
注者や関係機関にわかりやすい説明を行うよう努めた。また計画するトンネルと既存の高速道路トンネルとの近接施工の問題で
は、解決方法を積極的に提案し、管理者との協議を調えることができた。
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